
2008年度前期グローバルCOE　テクスト布置解釈学原論・テクスト布置解釈学各論 1

日 時限 教員 講義場所 タイトル 日 時限 教員 講義場所 タイトル

木 3 1 ② 森際・長尾・ﾌｫｳﾞｪﾙｸﾞ 総407 各論Ⅳ

金 4 2
④
4-5

天野政千代
古尾谷知浩

総401・402
文学部318

各論Ⅵ
日本古代における法制史料と行政文書

月 7 5

火 8 6

水 9 7
3-4
⑤

阿部　泰郎
高橋・阿部・鎌田

128
共同2A

宗教テクスト学の構築を目指して
各論Ⅱ

木 10 8 ② 森際・長尾・ﾌｫｳﾞｪﾙｸﾞ 総407 各論Ⅳ

金 11 9 ④ 天野政千代 総401・402 各論Ⅵ

月 14
⑤
6

釘貫　亨
重見　晋也

128
129

各論Ⅲ
12 ⑤ 釘貫　亨 128 各論Ⅲ

火 15
③
5

佐藤　彰一
重見　晋也

総307
総310

各論Ⅰ
13

③
3

佐藤　彰一
釘貫　亨

総307
総403

各論Ⅰ
日本語研究の近代化と西洋哲学

水 16 ⑤ 高橋・阿部・鎌田 共同2A 各論Ⅱ 14
3
⑤

森際　康友
高橋・阿部・鎌田

128
共同2A

ありのままからベスト・プラクティスへ‐‐解釈行為の解釈論
各論Ⅱ

木 17 ② 森際・長尾・ﾌｫｳﾞｪﾙｸﾞ 総407 各論Ⅳ 15 ② 森際・長尾・ﾌｫｳﾞｪﾙｸﾞ 総407 各論Ⅳ

金 18
④
4-5

天野政千代
古尾谷知浩

総401・402
総403

各論Ⅵ
日本古代における法制史料と行政文書

16
④
4-5

天野政千代
古尾谷知浩

総401・402
文学部318

各論Ⅵ
日本古代における法制史料と行政文書

月 21
3
⑤

森際　康友
釘貫　亨

総308・309
128

誰が何を解釈するのか‐‐解釈における権力問題
各論Ⅲ

19 ⑤ 釘貫　亨 128 各論Ⅲ

火 22 ③ 佐藤　彰一 総307 各論Ⅰ 20
2
③
3

佐藤　彰一
佐藤　彰一
釘貫　亨

総305
総307
総403

歴史テクストの解釈学的特徴についての予備的考察
各論Ⅰ
日本語研究の近代化と西洋哲学

水 23
⑤
6-7

高橋・阿部・鎌田
和崎　春日

共同2A
129

各論Ⅱ
文化複合理解の人類学

21 ⑤ 高橋・阿部・鎌田 共同2A 各論Ⅱ

木 24 ② 森際・長尾・ﾌｫｳﾞｪﾙｸﾞ 総407 各論Ⅳ 22 休講② 森際・長尾・ﾌｫｳﾞｪﾙｸﾞ 総407 各論Ⅳ

金 25 ④ 天野政千代 総401・402 各論Ⅵ 23
②
④

森際・長尾・ﾌｫｳﾞｪﾙｸﾞ
天野政千代

総310
総401・402

各論Ⅳ
各論Ⅵ

月 28 ⑤ 釘貫　亨 128 各論Ⅲ 26
⑤
5

釘貫　亨
佐藤　彰一

128
129

各論Ⅲ
封建制概念の解釈学的脱構築のためのアジェンダ

火 29 27 ③ 佐藤　彰一 総307 各論Ⅰ

水 30
3-4
⑤

高橋　亨
高橋・阿部・鎌田

128
共同2A

テクスト学と心的遠近法
各論Ⅱ

28
2
⑤

小川　正廣
高橋・阿部・鎌田

総403
共同2A

ホメロスの口誦詩と文字使用
各論Ⅱ

木 29 ② 森際・長尾・ﾌｫｳﾞｪﾙｸﾞ 総407 各論Ⅳ

金 30
④
4-5

天野政千代
古尾谷知浩

総401・402
文学部318

各論Ⅵ
日本古代における法制史料と行政文書

＊時限に○を付してあるのは各論

曜
日

4月 5月



2008年度前期グローバルCOE　テクスト布置解釈学原論・テクスト布置解釈学各論 2

日 時限 教員 講義場所 タイトル 日 時限 教員 講義場所 タイトル

月 2
⑤
休講5

釘貫　亨
天野政千代

128
129

各論Ⅲ

火 3 ③ 佐藤　彰一 総307 各論Ⅰ 1 ③ 佐藤　彰一 総307 各論Ⅰ

水 4 ⑤ 高橋・阿部・鎌田 共同2A 各論Ⅱ 2 ⑤ 高橋・阿部・鎌田 共同2A 各論Ⅱ

木 5 ② 森際・長尾・ﾌｫｳﾞｪﾙｸﾞ 総407 各論Ⅳ 3
②
5

森際・長尾・ﾌｫｳﾞｪﾙｸﾞ
ﾌｫｳﾞｪﾙｸﾞ・ｸﾚｰﾙ

総407
129

各論Ⅳ
17世紀‐18世紀の解釈論

金 6 4
④
5

天野政千代
町田　健

総401・402
129

各論Ⅵ
テクストの類型

月 9
⑤
休講5

釘貫　亨
天野政千代

128
129

各論Ⅲ
7 ⑤ 釘貫　亨 128 各論Ⅲ

火 10
③
5

佐藤　彰一
宮地　朝子

総307
総406

各論Ⅰ
“テクスト布置”からみる日本語文末形式の諸用法

8 ③ 佐藤　彰一 総307 各論Ⅰ

水 11 ⑤ 高橋・阿部・鎌田 共同2A 各論Ⅱ 9 ⑤ 高橋・阿部・鎌田 共同2A 各論Ⅱ

木 12
②
5-
6

森際・長尾・ﾌｫｳﾞｪﾙｸﾞ
加納　修

総407
129

各論Ⅳ
歴史テクストの伝来と滅失
史料類型論の可能性

10
②
5

森際・長尾・ﾌｫｳﾞｪﾙｸﾞ
ﾌｫｳﾞｪﾙｸﾞ・ｸﾚｰﾙ

総407
129

各論Ⅳ
17世紀‐18世紀の解釈論

金 13
④
4-5

天野政千代
古尾谷知浩

総401・402
文学部318

各論Ⅵ
日本古代における法制史料と行政文書

11
④
4-5
5

天野政千代
古尾谷知浩
町田　健

総401・402
文学部318
129

各論Ⅵ
日本古代における法制史料と行政文書
テクストの構造

月 16
⑤
6

釘貫　亨
鎌田　隆行

128
127

各論Ⅲ
生成論と前＝テクスト（1）

14 ⑤ 釘貫　亨 128 各論Ⅲ

火 17
③
5

佐藤　彰一
宮地　朝子

総307
総406

各論Ⅰ
“テクスト布置”からみる日本語文末形式の諸用法

15 ③ 佐藤　彰一 総307 各論Ⅰ

水 18 ⑤ 高橋・阿部・鎌田 共同2A 各論Ⅱ 16 ⑤ 高橋・阿部・鎌田 共同2A 各論Ⅱ

木 19 ② 森際・長尾・ﾌｫｳﾞｪﾙｸﾞ 総407 各論Ⅳ 17
②
6

森際・長尾・ﾌｫｳﾞｪﾙｸﾞ
ｺﾞｰﾍﾞﾙ・ｾﾞｰﾝ

総407
129

各論Ⅳ
Representing Personhood and Social Relations in Indonesian Television
Serials

金 20 ④ 天野政千代 総401・402 各論Ⅵ 18 ④ 天野政千代 総401・402 各論Ⅵ

月 23
⑤
6

釘貫　亨
鎌田　隆行

128
127

各論Ⅲ
生成論と前＝テクスト（2）

21 授業予備日

火 24 ③ 佐藤　彰一 総307 各論Ⅰ 22 ③ 佐藤　彰一 総307 各論Ⅰ

水 25
2
⑤

小川　正廣
高橋・阿部・鎌田

総403
共同2A

ホメロスの口誦詩と文字使用
各論Ⅱ

23 ⑤ 高橋・阿部・鎌田 共同2A 各論Ⅱ

木 26
②
6

森際・長尾・ﾌｫｳﾞｪﾙｸﾞ
ｺﾞｰﾍﾞﾙ・ｾﾞｰﾝ

総407
129

各論Ⅳ
A Semiotics of Race in Indonesia 24 ② 森際・長尾・ﾌｫｳﾞｪﾙｸﾞ 総407 各論Ⅳ

金 27
④
4-5

天野政千代
古尾谷知浩

総401・402
文学部318

各論Ⅵ
日本古代における法制史料と行政文書

25 4-5 古尾谷知浩 文学部318 日本古代における法制史料と行政文書

月 30 ⑤ 釘貫　亨 128 各論Ⅲ 28

＊時限に○を付してあるのは各論

曜
日

6月 7月


